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本展覧会はすべて映像作品による展示です。音声の文字起こし資料をご用意しています。ご希望の方は２階受付へお声がけください（筆談可）。
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1  《祖母・母・娘》*

 1976年│3チャンネル・ビデオ│白黒│サイレント│作家蔵

3台のモニターに、祖母（出光の母）、母（出光の姉）、娘（出光の姪）が煙

草の空き箱と戯れる様子が同時に映し出される。出演する3名は空

き箱を前に好きなことをするよう指示され、思い思いの行動を取る。

渋谷・西武百貨店で発表された初のインスタレーション作品。

2  《主婦の一日》

  1977年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│サウンド（日本語歌詞）│

 9分50秒

出光本人が出演し、主婦の日常を長回しで捉える。ビデオモニター

に大きく映し出された、出光本人の目が主婦をつきまとうように監視

する。社会的につくられた主婦という立場が、世間からの眼差しに

加えて彼女本人の内なる目によっても内面化されていく様子を描く。

3  《Woman’ s House》

  1972年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー

 サウンド│13分40秒│音楽：ジュリアン・ブリーム

本作で舞台となるのは、美術家ジュディ・シカゴとミリアム・シャピロ、

その学生たちによって企画されたプロジェクト「ウーマンハウス」。

二人は1971 年にカリフォルニア芸術大学で、女子学生のための

教育プログラムを組織した。出光は「ウーマンハウス」を訪れ、この

新鮮で衝撃的な体験を記録し共有したいと考え、撮影許可をジュ

ディ・シカゴから得る。様々な人々の協力と試行錯誤により、編集に

約1 年を要しながら、初めて16ミリフィルム作品として完成させた。

4  《おんなのさくひん》

  1973年│シングルチャンネル・ビデオ│白黒│日本語／英語ナレーション

 11 分

1973年の夏、家族とともに一時帰国した出光が、ビデオ上映会へ

の出品を打診され、制作した初のビデオ作品。映像作家かわなか

のぶひろ、道下匡子らの協力により、当時まだ珍しく高価で編集も

困難の多い白黒のオープンリール式のビデオ機材で撮影、ソニー

の展示場で編集した。フィルムとは全く異なるメディアであることに

驚きつつ、以前から撮りたかったという、トイレに浮かぶ使用済みの

タンポンを撮影した。

5  《At Santa Monica 1》

  1973年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー│

サウンド│5分30秒│コンピューター・グラフィックス：ジョン・ホイットニー・

シニア│音楽：ピンク・フロイド

主婦としての責務を果たすことが求められた出光に、制作のため

に許されたのは「こまぎれの時間」であった。そうした状況であっ

ても創作への情熱は消えず、出光は被写体として興味を感じたも

のがあれば車に子どもたちとカメラ機材を載せ、ただちに出向いた

という。本作の場合、顔の整形手術を受けた友人からの電話を受

け、すぐさま撮影に向かった。鏡の中の自分を見つめる整形手術

後の女性の顔には、コンピューターによる幾何学的グラフィックが

重ねられる。

6  《Inner Man》

  1972年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー│

サウンド│3分40秒

出光は渡米後、ユング心理学の夢分析を受けるようになる。着物

姿で舞う女性の映像に、自己陶酔したように裸で踊る白人男性像

がオーバーラップする本作には、出光自身が大きな影響を受けた

スイスの心理学者カール・グスタフ・ユングの思想が直接的なかた

ちで反映されている。ユングのいう、女性の心の内にある男性的

なもの「アニムス」が描かれ、技術的には二重焼き付けが用いら

れている。

7  《Baby Variation》
  1974年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー

 サウンド│8分│音楽：ジョン・フェイヒー、ジャニス・ジョプリン

映像はヌメヌメと動く肉と血のクロースアップから始まり、着色された

色鮮やかなレバー（肝臓）が軽快に揺れる光景へと移り変わる。ジャ

ニス・ジョプリンの「マイ・ベイビー」等の音楽を背景に、作品の後半

では、唇のクロースアップから薔薇を食べる一連の動作も加わり、エ

ロティックで、生理感覚に直接訴えかける内容となっている。

8  《Something Within Me》
  1975年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー

 サウンド│9分30秒│音楽：高橋アキ

カリフォルニアの透き通るような陽光の元で、アメリカと日本、意識と

無意識、両者の間をただよう出光の心の揺らぎを捉えている。カー

テン越しに揺らめく植物の影、花弁のクロースアップ、うごめく大量

のカタツムリなど、触覚的なイメージが組み合わされる。音楽は、夏

の終わりに子どもたちと日本に戻った後、ピアニストの高橋アキが

映像に合わせ録音した。

9  《Make Up》
  1978年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│サウンド│9分

ビデオカメラとモニターを使い、出光が化粧をおこなう一部始終をリ

アルタイムで映し出す作品。モニターは鏡の役割を果たすが、カメ

ラとモニター間にはわずかにディレイが発生し、また鏡では左右逆

になる像がモニターでは正像として映る差異が、新たな表現の可

能性を生み出している。

10  《At Yukigaya 2》
  1974年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│白黒│

サウンド│11分10秒

「第2回アンダーグラウンドシネマ新作展」に出品することになっ

たものの、フィルムを手に入れる余裕のなかった出光は、部屋の中

でハイコントラスト・フィルムを見つける。通常はタイトルやクレジット

を撮影するために使われる高価なフィルムである。迷わずハイコン

トラスト・フィルムで撮影することを決め、フィルムが高感度であるた

め、光に敏感に反応するという特性を念頭に、ガラスの破片や小石

に陽が射す瞬間、木漏れ日、新幹線の灯りなどを撮影した。日本と

アメリカを行き来して暮らす出光の、どちらの国にも属していない自

身の心の風景の表現でもあった。

11  《At Santa Monica 3》
 1975年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│白黒

 サウンド│15分30秒│音楽：ジョン・ケージ

前年に制作された《At Yukigaya 2》と同様にハイコントラスト・フィ

ルムを使用し、数年間暮らしたサンタモニカの家とその周辺の風景

を撮影している。光と影の動きや水面の反射、光の明滅などを捉

え、抒情的でありながら実験的な趣を持つ。

12  《Next》
  1973年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー│

英語ナレーション│3分30秒│絵と台詞：CIBA│ナレーション：マーロウ・

ジェンセン

画家CIBAによるドローイングとテキストを映像化した作品。男性の

ナレーションが、鏡像状の二つのイメージに合わせて同じ言葉を繰

り返す。《Inner Man》や〈シャドウ〉シリーズ等とも連関するような

象徴形式にユーモアが混在する。

13  《女たち》*

  1977年│2チャンネル・ビデオ（オリジナル：6チャンネル・ビデオ）│白黒／カ

ラー│サイレント│作家蔵

出光は女性のための場である「ホーキ星」を訪れ、女性解放運動

に関わる4名の女性に協力を依頼。それぞれにビデオカメラを渡

し、彼女たちに撮影を依頼。さらに彼女たちが撮影する様子を撮

影。さらに、これらの映像を自宅で上映し、出演者たちと鑑賞する

様子も撮影した。展示の際は、これら3種類の映像を計6台のモニ

ターで見せた。銀座・白樺画廊の個展に合わせ制作されたインス

タレーション作品で、現在は6台のモニターのうち、2台分のテープ

が残る。

14  《At Any Place 4：ヨネヤマ・ママコ作「主婦のタンゴ」より》
  1978年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー│

サウンド（日本語歌詞）│12分30秒│脚本と演技：ヨネヤマ・ママコ│パン

トマイム撮影：御子柴滋│音楽：ジョルジュ・ビゼー

ヨネヤマ・ママコが1975年の国際女性年のために自作自演した

伝説的パントマイム「主婦のタンゴ」を、出光は1977年に日比谷

の野外音楽堂で観る機会を得た。公演に共感し感動した出光は、

ヨネヤマのパフォーマンスの背景に、自身が撮りためた映像をオー

バーラップさせた作品として完成させた。

15  《シャドウ パート1》
  1980年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語（英語字幕付）│25

分30秒│撮影：マイケル・ゴールドバーグ

カナダ人のビデオアーティスト、マイケル・ゴールドバーグが初めて撮

影に協力した作品で、ビクターからプロ用の機材を借りて制作され

た。ユングの概念、元型の一つであるシャドウ（影）を主題に用い、抑

圧された女性のパーソナリティの抑圧された負の部分を扱っている。

ビデオモニターの中では出演者それぞれが抑圧したシャドウの姿が

描かれ、出演した女性たちはいずれも素人で、シナリオはなくアドリブ

で演じた。

16  《アニムス パート2》
  1982年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語／英語│19分40秒

│撮影：マイケル・ゴールドバーグ│パフォーマンス：岸本清子

出光が芸術家・岸本清子のパフォーマンスを見たときに感じた「ア

ニムス」（女性の心の内にある男性的なもの）像を作品化した。出光は岸

本に「アニムス」の肯定的側面、すなわち企画力、批判力、言語表

現、勇気、精神的深さといった要素を見出し撮影を申し込んだ。作

品内では実際に、岸本本人が代表作《地獄の使者》を出光の自宅

を舞台にパフォーマンスしている。

17  《グレート・マザー 晴美》
  1983年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語（英語字幕付）│13

分│脚本：条田瑞穂│撮影：マイケル・ゴールドバーグ

「グレート・マザー（太母）」とはユングが提唱した元型の一つ。集

合的無意識の中に存在する母なるものを指し、子どもを慈しみ包

み込むように愛を与え尽くす存在を指す。同時に子どもを包み込む

ことは、その存在を呑み込むことにも繋がる。子どもを独占、束縛し

ようとし、自立を阻む存在にもなり得る。本作では、登校拒否をする

娘の深層心理が描かれる。

18  《グレート・マザー 幸子》
  1984年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語（英語字幕付）│18

分50秒│脚本：条田瑞穂、出光真子│撮影：マイケル・ゴールドバーグ│

特別協力：高橋義光│技術協力：日本電子専門学校

若い夫婦と、妻の母という、同居する三人の関係性を描く。妻であ

る娘と母の依存関係は夫を疎外し、夫はアルコールに依存するよ

うになる。母は娘を束縛し自立を阻み、娘も母を厭うことなく過度

に密着した母娘関係が生まれていく、母性の持つ暗い闇を描い

ている。

作品リスト

［凡例］
作品データは、作品番号、作品名、制作年、媒体（展示・上映形式）、
上映時間、所蔵、クレジットの順で記した。所蔵表記のないものは
すべて東京都写真美術館蔵。
*インスタレーションとして制作された作品。



19  《やすしの結婚》
  1986年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語（英語字幕付）│

25分20秒│撮影：マイケル・ゴールドバーグ│翻訳：アルフレッド・バー

ンバウム

家父長的で仕事第一、家庭を顧みない夫に対する不満が元で、妻

は息子へ過度な愛情を向ける。父に対し無力であった母を同情す

る息子と、息子に歪んだ愛を持つ母は依存関係へと発展し、母は

心理的に息子を所有し、その結婚生活をも支配する。

20  《英雄ちゃん、ママよ》
  1983年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語（英語字幕付）│27

分│撮影：マイケル・ゴールドバーグ│技術協力：日本電子専門学校

就職し家を出た息子へ異常な執着を示す母の行動を描く。1980

年代の初め、家庭用ビデオの新たな規格VHSが販売され、各家

庭に広く浸透し始めた。母は息子の不在を埋めようと、息子を録画

したVHSテープをリビングのモニターで繰り返し再生し、映像の中

の息子のために食事を用意する。出光はアメリカでの子育ての経

験から、日本における、子の自立を母自身が阻害するような関係性

に疑問を投げかけている。

21  《Still Life》*

  1993 –2000年│ミクストメディア（2チャンネル・ビデオ・プロジェクション、FRPオ

ブジェ、薔薇の花弁、他）│カラー│サウンド│オブジェ制作：松村一正（もくき

んど工芸）│撮影：宇井忠幸、東京映像センター│サウンド：高橋鮎生│制

作：新城欣一／田旗浩一│オブジェ修復：及川崇

大きな二つのオブジェにそれぞれ映像がプロジェクションされる。

投影される映像には過去の作品でも見られた、花びらを剥き、ピン

で留め直すという、心の葛藤や矛盾を象徴するイメージが登場し、

降り落ちる紅い花びらは生理の経血のようである。オブジェには家

のイメージも重ねられ、映像内の空間から逃れようとあがく女性は、

表現への道を閉ざされた《清子の場合》（1989年）の主人公を想起

させる。

22  《Real? Motherhood》*

  2000年│シングルチャンネル・ビデオ・プロジェクション（ガラス製ベビーベッ

ドへ投影）│カラー│サイレント│テキスト：エリザベート・バダンテール著、

鈴木晶訳『母性という神話』│（筑摩書房（ちくま学芸文庫）、1998年）│協

力：田旗浩一、フィグラ株式会社、阿久井長則、川村康一

出光が最初の子どもを妊娠した際から問い続けてきた、「母性」を

テーマにした作品。ガラスのベビーベッドに写真とテキストが重ね

られる。ベビーベッドの片方には十字架が、もう片方には、「母性」

という言葉から出光の心に渦巻いた言葉たち（道徳的な、強迫観念、

涙、神話、誤り、読み違える）が刻まれている。ベビーベッドは棺のようで

もあり、誕生と埋葬を象徴している。新しい生命が誕生するととも

に、その命を育んだ母親の、女としての存在を葬る場であると出光

は語る。

23  《直前の過去》*

  2004年│2チャンネル・ビデオ・プロジェクション│白黒│サウンド│音楽：

カール・ストーン│編集：土屋豊│提供：株式会社日本映画新社、ビデオ

塾│イメージ引用：『写真週報』、『NIPPON』、『一億人の昭和史』、『朝日

クロニクル 週刊20世紀』│協力：八木達生

前作《Real? Motherhood》と同様、本作にも出光本人の写真が

用いられる。写真は1940年代の初めに撮られたものでまだ幼い

赤ん坊の出光は母の膝に抱かれている。家族写真に重ねられるの

は、戦争時のニュース・フィルムや記録写真であり、恐るべき暴力に

よって支配され、破壊されたおびただしい数の人間の身体である。

出光は本作において、家族と戦争をテーマとしている。家父長制の

原理が、暴力によって他者を支配する戦争の原理に繋がることを、

個人的な記憶と社会的な記録を交差させ描く。

24  《清子の場合》
  1989年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語（英語字幕付）│

24分20秒│撮影：マイケル・ゴールドバーグ│ 16ミリ撮影：御子柴滋、野

本康夫

画家志望の女性は両親の強要により結婚するものの、家事と育児

に追われ、画業を続けたいという希望は周囲からの理解を得ること

ができない。湧き上がる自己表現の欲求を抑えることができず、表現

者への道を閉ざされた女性が追い詰められていく過程と、悲痛な叫

びを描く。本作は、出光自身の経験だけでなく、彫刻家で詩人の高

村光太郎と画家の高村智恵子との関係を参照し構想され、さらに、

パリで画家を志すも苦悩の末に急逝した長姉に捧げられている。

25  《加恵、女の子でしょ！》
  1996年│シングルチャンネル・ビデオ│カラー│日本語（英語字幕付）│47

分│撮影：近藤利幸│照明：多和正博│音響総括：中村栄之輔│制作：

石川泉│制作総指揮：矢川和芳

幼少期から「女の子らしく」することを両親から強いられ、美術大学

でも女性であるために正当な評価を得られなかった加恵は、自分

の制作の時間とエネルギーを家事や雑用、夫の制作補助に費やさ

ざるを得ない状況に置かれる。一度は周囲からの「女の子でしょ」

という圧力に負けてしまうが、自己の制作意欲を見つめ直し、母と

の連帯関係を築くことで、状況を切り開いていく。スタジオを借りセッ

トを組み、プロフェッショナルな体制によって制作したことも初めて

の試みであった。

26  《父の情景》
  1981年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー│

サウンド│5分50秒│協力：御子柴滋、高橋義光、有馬純勝│音楽：ホレ

ス・シルヴァー

《Baby Variation》などでも見られた感覚に訴えるドロドロとした物

体、薔薇の花びら等が登場し、女の子の人形はそれらによって押し

つぶされていく。出光は1981年、父親の死に直面した。出光興産

株式会社創設者であり、「男尊女卑の姿勢が洋服を着ているよう

な人だった」という父は、サム・フランシスと結婚した娘を勘当し、

子どもが生まれてからようやく娘の勘当を解いた。本作は父への追

悼というよりも、最後の娘の自己主張ともいうべき作品。

27  《たわむれときまぐれと》
 1984年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー

 サウンド／日本語ナレーション│16分

前夫との離婚を1981年に経験し、翌年には息子二人が渡米。そ

の後に制作された本作では、窓から差し込んでいる初冬の日差し

や庭の植物とその影、家の壁を静かに映し出しながら、子どもが独

立した後の心境を出光自身が淡 と々語る。

28  《ざわめきの下で》
 1985年│シングルチャンネル・ビデオ（オリジナル：16ミリフィルム）│カラー

 サウンド／日本語ナレーション│11 分

母が死去した年に制作されたリリカルな作品。柔らかい光に包まれ

た植物の映像に重ねて、生前の母の思い出や、亡くなる前後の出

来事、当時の心境が出光本人により語られる。母の葬式には、亡父

と兄の社会的立場のために多くの人々がやってきた。出光は「死

んだ後も女の存在は男に依って決まるのだ」と、このときの体験を

ナレーションとしておこし、母を偲びながらカメラを回した。

29 資料

─   「出光真子ビデオ・インスタレーション“STILL LIFE”」フライ

ヤー（東武百貨店メトロポリタンプラザ 8 Fメットホール・ホワイエ、1993年）

─   「出光真子・中辻悦子展」フライヤー（佐賀町エキジビット・スぺース、

1995年）

─  出光真子作品展プロジェクト実行委員会、森下明彦編『出光真

子作品展プロジェクト「私がつくる。私をつくる。」カタログ』（出光

真子作品展プロジェクト実行委員会、2000年）

─  出光真子作品展プロジェクト実行委員会、森下明彦編『出光真

子作品展プロジェクト「私がつくる。私をつくる。」カタログ第2部 

記録・資料編』（出光真子作品展プロジェクト実行委員会、2002年）

─   「出光真子作品展『私がつくる。私をつくる。』」展フライヤー（福

岡市総合図書館、2002年）

1 Grandmother, Mother, Daughter *

1976, 3 -channel video, B&W, silent, collection 

of the artist

─
Using three monitors, this work simultaneously 

displays scenes of a grandmother (Idemitsu’s
mother), a mother (Idemitsu’s sister), and a 

daughter (Idemitsu’s niece) playing with empty 

cigarette packs. These three performers were 

instructed to do whatever they liked in front of 

the empty packs, and each acted as they pleased. 

This was Idemitsu’s first installation work, 

presented at the Seibu department store in 

Shibuya.

2 Another Day of a Housewife

1977, Single-channel video, color, sound 

(Japanese lyrics), 9 min. 50 sec.

─
This work features Idemitsu herself. It captures 

the repetitive daily life of a housewife in long 

takes. In this work, Idemitsu’s own eyes, filmed 

using a close-up lens, are projected large on 

the video monitor as they constantly watch 

and follow the housewife before the camera. 

The work depicts how the socially constructed 

position of the housewife is not only formed 

by the gaze of the world around her: it is also 

internalized by her own inner gaze.　

3 Woman’ s House

1972 , Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound, 13 min. 40 sec. Music: Julian 

Bream

─
The setting for this work was the project 

Womanhouse, conceived by artists Judy Chicago 

and Miriam Schapiro and their students. In 

1971 , Chicago and Schapiro organized an 

educational program for female students at 

the California Institute of the Arts. Idemitsu 

visited the Womanhouse, wanting to document 

and share this fresh, shocking experience, and 

obtained filming permission from Chicago. 

With the cooperation of various people and 

through trial and error, Idemitsu took about a 

year to edit this film, and finally completed it as 

her first 16 mm film work.

［Notes］
Data on each work is listed in the following order: 
work number, title, year of production, medium 
(as exhibited and screened), duration, collection, 
and credits. All works are from the collection of 
Tokyo Photographic Art Museum unless otherwise 
designated.
Works marked with an asterisk (*) were created as 
installations.

List of works



to the viewer in an erotic and physiologically 

direct way.

8 Something Within Me

1975, Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound, 9 min. 30 sec. Music: 

Takahashi Aki

─
This work captures the fluctuations of 

Idemitsu’s mind as it drifted between America 

and Japan, and between consciousness 

and unconsciousness, under California’s 

transparent sunlight. Various tactile images 

are combined: the shadows of plants as they 

sway through curtains, close-ups of petals, and 

masses of wriggling snails. The music for this 

work, recorded by pianist Takahashi Aki after 

Idemitsu returned to Japan with her children at 

the end of summer, was specifically composed 

to accompany these images.

9 Make Up

1978, Single-channel video, color, sound, 9 min.

─
A work that explores new modes of artistic 

expression using a video camera and monitor. 

A camera positioned behind the monitor 

captures the entire process of Idemitsu applying 

makeup, with the footage displayed in real time 

on the monitor, which functions as a mirror. 

A slight delay, however, occurs between the 

camera and the monitor. In addition, while a 

mirror produces an inverted image, the monitor 

displays a normal image.　

10 At Yukigaya 2

1974, Single-channel video (original: 16 mm 

film), B&W, sound, 11 min. 10 sec.

─
Although she was selected for “the 2 nd 

Underground Cinema New Works Exhibition,” 
Idemitsu struggled to afford film stock. She 

found high-contrast film in her room, of a type 

typically used for shooting titles and credits̶ 

and an expensive one at that ̶ but she decided 

without hesitation to shoot on it. Aware of 

the high sensitivity of this film stock and its 

tendency to react sharply to light, Idemitsu 

captured moments like the sunlight as it fell 

onto glass shards and pebbles, dappled sunlight 

through trees, and the lights of the bullet train. 

For an artist whose life consisted of shuttling 

between Japan and America, this was also an 

expression of her own mental state, which 

belonged to neither country.

11 At Santa Monica 3

1975, Single-channel video (original: 16 mm 

film), B&W, sound, 15 min. 30 sec. Music: John 

Cage

─
Like the previous year’s work At Yukigaya 2 , 

this work also uses high-contrast film to capture 

the house where Idemitsu lived for several years 

in Santa Monica and its surrounding landscapes. 

It captures movements of light and shadow, 

reflections on water surfaces, and flickering 

light, giving it a lyrical yet experimental quality.

12 Next

1973, Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, narration in English, 3 min. 30 sec. 

Illustrations and Dialogue: CIBA  Narration: 

Marlow Jensen

─
A video work based on drawings and texts by 

painter CIBA. A male narrator repeats the same 

words in sync with two mirrored images. The 

symbolic forms ̶ echoed across works such as 

Inner Man and the Shadow series ̶ are infused 

with a quiet sense of humor.

13 Women*

1977, 2 -channel video (original: 6 -channel 

video), B&W/color, silent, collection of the artist

─
Idemitsu visited “Hoki-boshi,” a space for 

women, and asked four women involved in the 

women’s liberation movement to participate in 

this work. She gave each of them a video camera 

and shot them as they used those cameras to go 

about their own filming. Idemitsu also screened 

the footage shot by these four women and the 

footage she had filmed on two monitors at 

her home, and watched it together with the 

participants, a process that she also filmed. 

In the exhibition, these three types of footage 

were shown on a total of six monitors. This 

installation was created for a solo exhibition at 

the Shirakaba Gallery in Ginza; currently, only 

the tapes for two of the six monitors survive.

14  At Any Place 4 : From the Habanera of a 

Housewife by Yoneyama Mamako

1978, Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound (Japanese lyrics), 12 min. 30 

sec. Screenplay and Acting: Yoneyama Mamako 

Mime Camera: Mikoshiba Shigeru Music: 

Georges Bizet

─
In 1977, Idemitsu had the opportunity to go to 

the Hibiya Open-Air Concert Hall to see the 

legendary pantomime From the Habanera of 

a Housewife by Yoneyama Mamako, who had 

created and performed this piece herself for 

International Women’s Year in 1975. Deeply 

moved and empathizing with Yoneyama’s 

performance, Idemitsu completed this work by 

overlaying footage she had shot onto a backdrop 

of the performance.

15 Shadow Part 1

1980, Single-channel video, color, dialogue in 

Japanese with English subtitles, 25 min. 30 sec.

Camera: Michael Goldberg

─
This was the first work where Goldberg 

assisted with the filming. Idemitsu borrowed 

professional equipment from Victor (JVC), 

while Goldberg handled the camera. Using 

Jung’s concept of the shadow ̶ one of the 

archetypes ̶ as its theme, the work addresses 

the negative aspects of a repressed female 

personality. The video monitor depicts the 

repressed shadow of each performer. All 

the women who appeared in this work were 

amateurs: they performed without a script and 

improvised.

16 Animus (Inner Man) Part 2

1982 , Single-channel video, color, dialogue in 

Japanese and English, 19 min. 40 sec. Camera: 

Michael Goldberg

Performance: Kishimoto Sayako

─
This work embodies the image of the animus 

that Idemitsu felt when she saw artist Kishimoto 

Sayako’s performance. Idemitsu identified 

affirmative aspects of the animus in Kishimoto, 

such as planning and organizational ability, 

critical thinking, linguistic expression, courage, 

and spiritual depth, and so commissioned her 

for the shoot. In the work, Kishimoto herself 

actually performs her signature piece, Hell’ s 

Messenger, using Idemitsu’s home as the setting.

17 Great Mother (Harumi)

1983, Single-channel video, color, dialogue 

in Japanese with English subtitles, 13 min. 

Screenplay: Jouta Mizuho

Camera: Michael Goldberg

─
“The Great Mother,” one of the archetypes 

proposed by Jung, refers to the maternal figure 

that exists within the collective unconscious: 

an entity that lavishes love upon children, 

cherishing and enveloping them. At the same 

time, this enveloping can also lead to the child 

being completely smothered and overwhelmed. 

Alternatively, it may become a force that seeks 

to monopolize and restrain the child, thereby 

hindering their independence. This work 

depicts the inner psychology of a daughter who 

refuses to go to school.

18 Great Mother (Sachiko)

1984, Single-channel video, color, dialogue 

in Japanese with English subtitles, 18 min. 50 

sec. Screenplay: Jouta Mizuho, Idemitsu Mako  

Camera: Michael Goldberg  Special Thanks: 

Takahashi Yoshimitsu

Technical support: Japan Electronics College

─
A young couple lives with the wife’s mother. 

The overly close bond between mother and 

daughter alienates the husband, driving him to 

alcohol. Unable to break free from her mother's 

control, the daughter remains dependent, 

revealing the dark side of motherhood.

19 The Marriage of Yasushi

1986, Single-channel video, color, dialogue in 

Japanese with English subtitles, 25 min. 20 sec. 

Camera: Michael Goldberg Translation: Alfred 

Birnbaum

4 What a Woman Made

1973, Single-channel video, B&W, narration in 

Japanese and English, 11 min.

─
In the summer of 1973, while temporarily back 

in Japan with her family, Idemitsu was asked 

to submit work for a video screening, and so 

she created her first video piece. With the 

assistance of video artists Kawanaka Nobuhiro 

and Michishita Kyoko, she filmed using black-

and-white open-reel video equipment, which 

was rare, expensive, and difficult to edit at 

the time, and edited it at a Sony showroom 

made available for the purpose. Surprised by 

this medium that was so different from film, 

Idemitsu filmed something she had long wanted 

to capture: a used tampon floating in a toilet.

5 At Santa Monica 1

1973, Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound, 5 min. 30 sec. Computer 

Graphics: John Whitney Sr. Music: Pink Floyd

─
Expected to fulfill her duties as a housewife, 

Idemitsu was allowed only “scraps of time” for 

her creative work. Her passion for creation, 

however, never waned. Whenever something 

caught her interest as a subject, she would 

load her children and camera equipment into 

the car and head out immediately. In the case 

of this work, she received a call from a friend 

who had undergone facial plastic surgery and 

immediately set out to film. The face of the 

woman post-surgery gazing at herself in the 

mirror is overlaid with computer-generated 

geometric graphics. 

6 Inner Man

1972 , Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound, 3 min. 40 sec.

─
After moving to the United States, Idemitsu 

began undergoing Jungian dream analysis. This 

work, where the image of a woman dancing 

in a kimono overlaps with that of a white man 

dancing naked in a self-absorbed manner, 

directly reflects the ideas of Swiss psychologist 

Carl Gustav Jung, who profoundly influenced 

Idemitsu herself. Using the technical method of 

double exposure, it depicts the masculine aspect 

within the female psyche that Jung describes as 

“animus.”

7 Baby Variation

1974, Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound, 8 min. Music: John Fahey, 

Janis Joplin

─
The footage here begins with a close-up 

of slimy, moving flesh and blood before 

transitioning to a scene of a vividly colored 

dyed liver that sways gently. Set to music 

including Janis Joplin’s “My Baby,” the latter 

part of the work incorporates a close-up of lips 

followed by the act of eating a rose, appealing 

─
Frustrated by her husband’ s patriarchal 

attitude that prioritized work and neglected 

the family, the wife directs an excessive degree 

of affection towards her son. Sympathizing 

with his mother’s powerlessness against 

his father, the son and his mother develop a 

dependent relationship, with the mother’ s love 

for her son becoming distorted. The mother 

psychologically possesses her son, controlling 

even his married life.

20 Hideo, It ’s Me, Mama

1983, Single-channel video, color, dialogue 

in Japanese with English subtitles, 27 min. 

Camera: Michael Goldberg Technical Support: 

Japan Electronics College

─
This work depicts the actions of a mother 

displaying an abnormal obsession with her son, 

who has left home to start a job. In the early 

1980s, the new home video format VHS went 

on sale and began to penetrate households. 

Seeking to fill her son’s absence, the mother 

repeatedly plays VHS tapes of him on the 

monitor in the living room, and prepares meals 

for the son in that footage. Drawing from her 

experience raising her children in America, 

Idemitsu questions the relationship dynamics 

in Japan where mothers themselves hinder the 

independence of their children.

21 Still Life *

1993 –2000, mixed media (2-channel video 

projection, FRP objects, Rose petals, etc.), 

color, sound  Object Creation: Matsumura Issei 

(Mokukindo Factory)  Camera: Ui Tadayuki, 

Tokyo Eizo Center  Sound: Takahashi Ayuo  

Production: Shinjo Kinichi/Tabata Koichi  

Object restoration: Oikawa Takashi

─
Images are projected onto each of two large 

objects. The projected images feature motifs 

seen in past works: petals being peeled off 

and pinned back, symbolizing inner conflict 

and contradiction. Falling crimson petals 

resemble menstrual blood. Images of a house 

are also overlaid onto these objects. The woman 

struggling to escape the space within these 

images recalls the protagonist of Kiyoko’ s 

Situation (1989), whose path towards creative 

expression was blocked.

22 Real? Motherhood *

2000, Single-channel video projection 

(projected onto a glass crib), color, silent

Text: Élisabeth Badinter, L’amour en plus: 

histoire de l ’amour maternel (XVIIe-XXe siècle), 

Flammarion, 1980  Thanks to Tabata Koichi, 

Figla Inc., Akui Naganori, Kawamura Koichi

─
A work exploring “motherhood” as a theme, 

which Idemitsu has pursued since her first 

pregnancy. Photographs and text are layered 

over a baby crib made of glass. On one side of 

the crib is a cross, and on the other are words

that swirled around in Idemitsu’s mind, evoked 

by the word “motherhood” (moral, obsession, 

tears, myth, error, misreading). The crib 

resembles a coffin, symbolizing both birth and 

burial. While it is a place where new life is born, 

it also serves to bury the existence of a mother 

as the woman who nurtured that life.

23 The Past Ahead *

2004, 2 -channel video projection, B&W, sound  

Music: Carl Stone  Edit: Tsuchiya Yutaka  

Provided by Nippon Eiga Shinsha Co., Ltd, 

Video Juku  Image Source: Shashin Shuho, 

NIPPON, Ichioku-nin no Showa-shi, Asahi 

Chronicle Weekly 20th Century  Special Thanks: 

Yagi Tatsuo

─
As in the previous work Real? Motherhood, 

photographs of Idemitsu herself are used in 

this piece. Overlaid upon this family portrait 

are wartime newsreels and documentary 

photographs: images of countless human bodies 

dominated and destroyed by horrific violence. 

In this work, Idemitsu explores the themes 

of family and war. By interweaving personal 

memory with social documentation, the 

work depicts how the principle of patriarchy 

connects to the principle of war ̶ that is, the 

domination of others through violence.

24 Kiyoko’ s Situation

1989, Single-channel video, color, dialogue in 

Japanese with English subtitles, 24 min. 20 

sec.  Camera: Michael Goldberg  16 mm Camera: 

Mikoshiba Shigeru, Nomoto Yasuo

─
A woman who aspires to be a painter 

marries under pressure from her parents. 

Overwhelmed by housework and childcare, 

however, her desire to continue painting meets 

with puzzlement from those around her. The 

film depicts the process of a woman being 

pushed to the brink. Unable to suppress her 

desire for self-expression, and with her path 

to becoming an artist blocked, her anguish 

culminates in heart-wrenching cries. This work 

was conceived not only from Idemitsu’ s
own experiences, but also by referencing 

the relationship between sculptor and poet 

Takamura Kotaro and Takamura Chieko. It is 

also dedicated to her eldest sister, who aspired 

to be a painter in Paris but died suddenly after 

much suffering.

25 Kae, Act Like a Girl!

1996, Single-channel video, color, dialogue 

in Japanese with English subtitles, 47 min.  

Camera: Kondo Toshiyuki  Lighting: Tawa 

Masahiro  Sound Coordinator: Nakamura 

Einosuke  Producer: Ishikawa Izumi

Executive Producer: Yagawa Kazuyoshi

─
Forced by her parents from childhood to 

“act like a girl,” and unable to gain proper 
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recognition at art school because she was a 

woman, Kae finds herself compelled to spend 

her creative time and energy on housework, 

chores, and assisting her husband with his 

work. Though she initially succumbs to the 

pressure from others to “act like a girl,” Kae 

reexamines her own creative drive and builds 

solidarity with her mother, gradually breaking 

through her situation. This was also the first 

time she worked with a rented studio, built 

sets, and produced under a fully professional 

framework.

26 Emotional Volatility about My Father

1981 , Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound, 5 min. 50 sec.  Thanks to 

Mikoshiba Shigeru, Takahashi Yoshimitsu, 

Arima Sumikatsu  Music: Horace Silver

─
Scenes reminiscent of works like Baby 

Variation appear in this work: a girl’s doll is 

gradually crushed by viscous, emotionally 

charged substances and rose petals, among 

other elements. In 1981 , Idemitsu found herself 

confronted with her father’s death. The founder 

of the petroleum company Idemitsu Kosan 

Co., Ltd., described as “a man who embodied 

patriarchal attitudes like wearing Western 

clothes,” disowned his daughter when she 

married Sam Francis, and only retracted this 

after her children were born. This work is less a 

memorial to Idemitsu's father than a daughter’s 

final act of self-assertion.

27 Play and Capriciousness

1984, Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound / narration in Japanese, 16 

min.

─
After Idemitsu divorced her first husband in 

1981 , her two sons moved to the United States 

the following year. Created in the wake of these 

events, this work quietly captures the early 

winter sunlight streaming through the window, 

the plants in the garden and their shadows, and 

the walls of the house, while Idemitsu herself 

calmly narrates her state of mind after her 

children became independent.

28 Whispering Light

1985, Single-channel video (original: 16 mm 

film), color, sound / narration in Japanese, 11 

min.

─
A lyrical work that Idemitsu created the year 

her mother passed away. Overlaid onto images 

of plants bathed in soft light, Idemitsu relates 

memories of her mother during her lifetime, 
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events surrounding her death, and her state of 

mind at the time. Many people attended her 

funeral due to the social standing of her late 

father and elder brother. Idemitsu narrates this 

experience, stating that “even after death, a 

woman’s existence is defined by men,” even as 

she films this footage in memory of her.

29 Related Materials 

–  Flyer for Idemitsu Mako Video Installation 

“STILL LIFE” (Met Hall Foyer, 8 F, Tobu 

Department Store Metropolitan Plaza, 1993) 

–  Flyer for Idemitsu Mako & Nakatsuji Etsuko: 

Exhibition (Sagacho Exhibit Space, 1995 ) 

–  Idemitsu Mako Exhibition Project Executive 

Committee, ed. by Morishita Akihiko, 

Idemitsu Mako Exhibition “I Create. I 

Create Myself.” Catalogue (Idemitsu Mako 

Exhibition Project Executive Committee, 

2000)

–  Idemitsu Mako Exhibition Project Executive 

Committee, ed. by Morishita Akihiko, 

Idemitsu Mako Exhibition “I Create. I 

Create Myself.” Catalogue Part 2 : Records 

and Materials (Idemitsu Mako Exhibition 

Project Executive Committee, 2002 )

–  Flyer for Idemitsu Mako Exhibition “I Create. 

I Create Myself.” (Fukuoka City Public 

Library, 2002 )


	tateIM_LIST_260601-3_木村さん最終データ
	yokoIM_LIST_260601-3_木村さん最終データ



